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令和7年3月23日（日）に上記演奏会が行わ

れ、三河本苑19名、名古屋分苑2名の、合計

21名にて参加させて頂きました。

曲は【安国曲(やすくにふり)】18名【木の

花(このはな)】２名【出雲詣(いずももうで)】

１名【秋風曲(あきかぜふり)】3名で、この

日を迎えるまでに演奏者のすべての者が何回

もの稽古・準備を重ねました。本来であれば

追悼演奏会は、お家元がご昇天になられて近々

に行う計画だったのですが、コロナ禍に見舞

われ７年後のこの日の開催となりました。

お家元始め諸先生方(三

河本苑では梅田先生にお

世話になりました。)の御

存命の頃には《発表会》

《おさらい会》等が頻回

に開催されて、研修生等

が一同に会しての機会も

あったのですが、近年は

その機会も殆ど無くて《ひたすらにそれぞれ

の指導者の教授にて研鑽を積みながら、伶人

奉仕を勤しむ日々》でしたので、期待と緊張

はかなりの膨らみを持ち、稽古・準備にもお

のずと熱を持つこととなりました。さて演奏

会当日は天候にも恵まれ、各位素敵な和服と

木の花帯に身を包み身のこなしも静々と会場

入りして、無事に演奏を終えることが出来、

各々が言葉にできない感動と経験に目を輝か

せていました。

終わりに、皆で稽古を重ねて

この日を迎える事が出来たのも、

本苑サイドのご協力を賜れたお

陰様だと改めて感謝御礼を申し

上げます。

またこの場をお借りして、こ

の感動の延長上に「【神伝八雲

琴】に関わって頂ける若き方々

が一人でも多く現れてくださる事」を切望す

る次第です。

田中緒琴師追悼演奏会
追悼演奏会に参加して

三河本苑奏楽部代表 小野崇賀幸
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三河本苑より当日、日帰りで団体バスを出します
■参加者／１名７０００円

■出発地／●東岡崎駅 １１：００

●刈谷三浦工業所 １１：４０

「 綾 の 聖 地 参 拝 ツ ア ー 」 のご案内

令和７年１０月１２日(日)

尚、亀岡までの片道の方もOKです
多数の参加をお待ちしております！！

綾の聖地エルサレム大本歌祭

特別企画

2025 三河本苑

少年夏季学級
日時／2025.8 .30（土 ）
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申し込み先：大本三河本苑事務局

（名前・乗降地・所属を記入の事）

大本三河本苑事務局長 河合恭久

今年も、親子で楽しんでいただけるよう

様々な企画を本苑一丸となって進めていき

ます。たくさんのご参加をお待ちしており

ます！

青年部長 天内 穂乃佳

神伝八雲琴四代宗家
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私は教えにあります

「食・農・環境」の大

切さで、「お土に触れ

作物を育てる」ことを

していませんので「農」

は無知です。ですが、

四季を通じて山に登っ

ていますと自然（環境）

の大切さをしみじみ感

じます。

早春の雪山において、

まず一番に雪が解け

るのは木々の根元周

りからです。積雪が

５０㎝以上ありそう

な所でも木々の根元

の周りだけが雪が解

け、森の中の雪原を

歩いていると、木々が

穴にスポッと入ったよ

うな面白い景色となっ

ています。また、登山

者で踏み固められた道

は、雪解けが遅くなり、

劇場の花道の様で、気

分よく歩けてとても楽

しいです。それから一

気に雪が解け、土の中

で眠っていた草花は芽

吹き、木々は土からエ

ネルギーをもらい、新

芽が出て新緑へと移り

変わります。土が持つ

強い生命力を、草花や

木々から感じます。

自然から、私たちが

生きるために必要な水

や食料、木材、繊維、

医薬品など、さまざま

な恵みを頂いておりま

す。その大切さは計り

知れません。また、自

然は私たちの心を癒す

効果も期待できます。

自然を守ることは、持

続可能な社会(SDGs)

を実現するためにとて

も重要です。自然を守

るには、まずは脚下照

顧の心からです。

私の
思い 自然（環境）を大切に

福岡支部 金原 孝典
祭式講習を受講して 碧南分所 蒲生陽菜

家族から何度か受講を勧められていましたが、去

年はインフルエンザのため受講できず、今年ようや

く受講させていただくことが出来ました。

ご神殿における上座や下座についての説明、笏の持

ち方など基本的なことから、正中動作、祭主や玉串後

取の動きなどを詳しく丁寧に教えていただきました。

受講の次の週に、実際に家の月次祭にて祓式行事、

玉串後取をさせていただきました。教わったことを

思い出しながら、家族に支えられ無事務めさせてい

ただくことができました。私が祭員、妹が伶人をし

ている様子を見て、祖母もとても喜んでいました。

普段は参拝者側で、月次祭の準備をして参拝をす

るだけだったので祭員側で月次祭に参列出来たこと

がとても嬉しかったです。これから毎月の家の月次

祭で祭員として参列し、教わったことを忘れないよ

うにしていきたいです。

祭式3・4級認定講習会の報告
3月29日から30日

に三河本苑に於いて、

祭式3.4級認定講習会

が執り行われ、4名の方

が受講されました。
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迎
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出
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正 食 こころ＆からだ

☆チョコレート麹レシピ☆

（用意するもの）

米麴：100ｇ ・ 純ココア：10ｇ

お湯:100ml

①米麴と純ココアを入れてよくかき混ぜる。

②100mlのお湯（45～50度）でよくかき混ぜる。

③あればブレンダーで滑らかにする。

皆さんもぜひお試しくださいね！

三河本苑直心会会長 三矢千恵子

「食」は私たちが生きるため、成長するため、

暮らしのためにはなくてはならない物です。 生

涯にわたって健康で暮らせるように、神様は季節

ごとに人体に必要なものを出して下さいます。

①食を通じて健康な「体」をつくる

②食を通じて豊かな「心」を育む

③食を通じて「環境」に優しい暮らしを築く

正食の基本【季節食・国土食・全部食】

知恵袋直心会
今回は、体に良い食材で、正

食に繋がるチョコレート麴の

レシピを載せます。
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、
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